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西部地区社協だより 
回覧 

 

第２８２号 ２０２２年９月号 

西部地区社会福祉協議会（西部福祉センター内） 

TEL７２－６６１６ FAＸ７２－６６１０ 

題字：安城西中学校 美術部 センザ カイラ さん 

榎前町福祉委員会では、７月のせせらぎサロンで竹友会さん（石井町）をお
招きし、和太鼓の演奏会を行いました。えのきこども園の園児たちも参加し、
太鼓の体験や高齢者・町内会評議員の皆さんとふれあいました。 
竹友会さんは、民謡や和太鼓を研究し、大勢の皆さんの前で演奏されてい

るグループで、安城市内外で幅広く活動されています。グループの皆さんの
心身に響き渡る太鼓の演奏に参加者は驚かされました。園児だけでなく、高
齢者も和太鼓を実際に叩かせてもらい、その迫力に感動していました。 

榎前町 せせらぎサロン 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7月 13日（水）に、認知症高齢者を雇用している岡崎市の「ちばる食堂」店

長の市川貴章氏をお招きして福祉講演会を開催しました。 

市川氏は、介護福祉士として働いていたころに、「認知症の人でもできることは

たくさんあるけれど、介護保険サービスの中では、それを実現するのは難しい」

と感じたことから「ちばる食堂」をはじめました。そんな市川氏の講演の中から、

印象に残ったエピソードを紹介します。 

福祉講演会を開催しました 
～どんな自分になっても笑顔で過ごせる場所～ 

 認知症は、進行する病気です。残念ながら、働

いているからといって、進行速度は遅くなっても

治ることはありません。それでも、認知症を理解

し、受け入れてくれる人や場所が地域に増えれ

ば、認知症になっても笑顔で過ごすことができる

と学ぶことができた講演会でした。 
▲講演会の様子 

 

 

従業員ののりこさんは、認知症ですぐに記憶していた 

こと忘れてしまうため、給料は毎日手渡ししています。 

ある日のこと、のりこさんが帰宅してから 10分後に 

店長に電話がかかってきました。 

 

 

 

 

そんなやり取りを何回か繰り返しているうちに、のりこ 

さんは怒ってしまいました。実はこれまでにも同じことが 

何回もあり、店長は「自分が対応の仕方を変えなければいけない」と考えました。 
 

 

 

 

 

のりこさんは安心したのか、怒ることなく穏やかに電話を切りました。 

以前は、家に引きこもっていたのりこさんは、今では働くことを楽しみにして

います。このように、周囲の人が認知症を理解し、その人の気持ちに寄り添うこ

とができれば、認知症だからと阻害されることもなく、一人の人として認められ

ている実感を抱くことができます。 

 

認知症の症状を理解し、寄り添うことで生まれる笑顔 

▶のりこさん…「店長、私今日給料をもらっていない」 

▶店長…………「ちゃんと渡しましたよ」 

▶のりこさん…「店長、私今日給料をもらっていない」 

▶店長…………「ごめんね、今日給料を渡すの忘れちゃったから、明日渡すね」 

▶のりこさん…「あ、そうなの。ありがとね」 

▲のりこさん(左)と市川氏(右) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


